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   Two cases of urachal tumor were presented. One of these, 62-year-old female, was hospi-
talized in December 1966, because of complaints of gross hematuria and terminal miction pain. 
Clinically, a hen's egg sized tumor was found to locate from the vertex to the posterior wall 
of the bladder. Partial cystectomy was performed. Histologically, the tumor consisted of 
mucin producing adenocarcinoma. 
   The other patient, 65-year-old male, admitted to our clinic in October 1954, complaining of 
asymptomatic gross hematuria. Partial cystectomy was performed under suspicious diagnosis 
of urachal tumor. The tumor attached to the vertex of the bladder and the cord was recog-
nized between tumor and umbilicus. Histologically, the tumor consisted of adenocarcinoma 
without producing mucin. 
   Finally, the histogenesis of these cases was discussed and 84 cases of urachal tumor out 
of 96 cases reported in our country were statistically summarized.






































































































































































述べ,自 験例の発 生原 因についてい ささか検討
を加え,つ いで本邦 における尿膜管腫瘍 の統 計
的観察を試 み ようと思 う.
膀胱腫瘍の分類 を示 す と,Friedmann&Ash
(1959)によれ ば 第1表 のご とくであ り,こ れ
らの うち上皮性腫 瘍は95%以上 を占め るが,そ
の大部分 は乳頭腫 お よび移行 上皮癌 であ り,腺
癌は極めて稀 である.膀 胱 原発性腺癌 の発生 原
因はFriedmann&Ash(1959)によれば,第
2表 の ごと く4つ に分類 される.
1.Urachalorigin:胎生期尿生殖洞 の上端
は膀 に達 していて,こ こで膀 帯中のAllantois
と連絡 しているが,次 第に尿生殖洞 の上部 が狭
化 して尿膜管 を形成す る.Herbut(1952)にょ
れ ぱその上皮 は,膀 胱粘膜 に類似す る萎縮せ る
移行上皮 および重層扁平上皮 のほか高 円柱上皮
よ りなるという.従 って腺癌 の発生 もまた容 易
に推察 され る.な お膀胱原発性腺癌がUrachal
originである と確診 を下せ るには,Begg(1930)
によれ ば次 の5つ の条件を必要 とす る.す なわ
ち,(1)膀胱頂部 に腫瘍が存す る こと,(2)周
囲にCystitis91andularisorcysticaの組織像
のない こと,(3)筋組織 の腫瘍 内へ の浸入が あ
るこ と,(4)尿膜管遺残物 の証 明,(5)普通恥
骨上に腫瘤が あることである.
2.Albarran'sglandorigin:1892年Albar-
ranは膀胱三角部 に 腺 の 存在 す る ことを 発見
し,こ れ をAlbarran腺と 名付けた.こ の後
VirchowおよびAschoff等の 研究に よ り,こ
れが前立腺の副腺 であ ることが確認 され た.本
邦 において も高木(1914)は一 般に前立腺各部
の迷入 は決 して稀 な現 象でな く,老 年男子 の剖
検 の際,内 尿道 口附近 の膀胱粘 膜に微細 な黄,
褐色 ない し黒 色の小穎粒 を発見す るが,こ の穎
粒 は一見膀胱粘膜 に附着 す るように見え るが,
実際 は粘膜 ク リプテソ もし くは管 状腺中に 占居




の高率 に発生 す ることより,炎 症性刺激 に より
移行上皮が 円柱上皮へ と化 生を起 し,腺 癌へ と
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発展 す ることを組 織学 的に証 明 している.(化
生 とい う言葉 は本来 は上皮 が扁平上皮 に変化 す
る時 に用 いるのであって,移 行上皮が 円柱上皮
等に 変化 す るのをSchriddeandKarsnerは
prosoPlasticmetaplasia,Pincsohnはindirect
metaplasiaなる言葉を用いてい るが,便 宜 上,
化生 とい う言葉に統一す る.)又Mosto且(1954)
は膀 胱粘膜のPotentialityについ て述べ,移 行
上皮 は扁平上皮,円 柱上皮お よび立方 上皮に化
生を起す ことを証 明し,さ らに膀胱 粘膜 に炎症
性刺激が加わ ると膀胱上皮は増 殖を始め,上 皮
性 の蕾を作っ て下方へ と増 殖す る.は じめの間
はそ の蕾は 表面 の 上皮 と続 いているが,や が
て連 絡は 断たれ 固有層中に 移行上皮 よ り なる
・・Brunn'snests"(1893)を形成 す る.こ の
nestsのあるものは細胞は 充実性だ が,ま たあ
るものは 表層には 立方状細胞,深 層 には 円柱
状細胞の 存在す る 腺構造を 示 している.こ の
Brunn'snestsは次第に嚢腫状 とな り,Cystitis
cysticaを形成 し,さ らに 腺状 とな りCystitis
glandularisを形成す る.そ して さらに悪性変
化を起 しうる.ま た真 の腺形成 をな し,粘 液 を
管腔 内に分泌 し細胞 は円柱状 とな り悪性変化 を
起 しうる.Mostofi(1954)はアニ リソ工場 の労
働者 の膀胱粘膜 や実験的膀胱腫瘍作成 中の動物
の膀胱粘膜 中に,Brunn'snestsとCystitis
glandularisを組織学 的に証 明 してお り,Cystitis
cysticaおよびglandularisは前癌状態 な りと
明言 してい るのである.Melicow(1955)もま
た同様 に膀胱粘膜 の上皮化 生性 を述 べてい る.
本邦 において も,最 近江本等(1963)は53才
女子 にCystitischronicaより発生 した膀胱腺
癌 の1例 を報告 してい る.市 川(1958)によれ
ば,1,018例の膀胱 原発性 腫瘍 中尿膜管 原性 を
除 く腺癌 は40例で約4%を 占め てお り,こ の40
例中には上皮 化生性 の腺癌 もかな り含 まれて い
るもの と考え られ る.市 川 の報告以後は,文 献
上はっ き り上皮化生 と記 され ているものは既 に
述 ぺた江本等 の報告のみで ある.そ の他発生 因
の判然 とせぬ症例 は市川以後4例 で,そ の うち
1例 は移行上皮癌 よりの化生 となってい る.
4.Entericornephrogenicorigin:Enteric
originのものはcloacaより直腸 とUrogenital-
sinusとが分離 す る際に直腸粘膜 の一部がUro-




の化生に よるもの とも考 え られ る.
既に述べ た ごと く,わ れ われの症 例1は 血尿
お よび終未時排尿痛を主訴 とした62才女 で,腫
瘍は膀胱 頂部か ら後壁にか けて存在 し,贋 に連
な る索状 物は な く,腫 瘍 は膀胱壁 より発生 した
ものの ごと くで,組 織学的 には ムチ ソ分泌腺 癌
で周 囲の膀胱 壁に は慢性炎症 を想 わせ る組 織所
見 は何等見 い出 し得なかった.ま た胎生期 の遺
残物 らしき組 織 も発見 されてい ない.
先ずUrachaloriginにつ いて考 えてみる。
Mostofi(1954)によれば後壁に発生す る ことも
ある故,発 生部位 か らは尿膜管原性 を否定 は出
来 ない.し か しなが らBeg9(1930)の述べ る
5つの条件 の1つ であ る尿膜管遺残物 の証 明が
なされ て いない故,Urachaloriginと確診 は
出来 ない.第2のAlbarran'sglandorigin}こ
つ いては患者が女 であ ることよ り一応除外 され
うる.第3のMetaplasiaにつ いてであ るが,
Shaweta1(1958)は41才女 の慢性膀胱炎 に罹
患 してよ り5年 余 を経 て膀胱腺癌 の発生 をみた
症例 の報告 を してい るが,本 症 例に おけ る2年
前 よりの膀胱 刺激症 状がか りに慢性膀胱炎 に よ
るもの として も,上 皮化生を起 し,さ らに悪性
化 へ と 進行 す るには あま りに も短期 間す ぎる
し,現 在 組織学的に も慢性炎症像(Cystitiscy-
sticaetglandularis)を証 明 してい ない.従 っ
てMetaplasiaの可能性 は否 定 され ると考 えら
れ る.第4にEnteric&nephrogenicoriginに
つい て であるが,組 織学 的にはっ き りとEm-
bryonalrestを証 明出来 ぬ故直接 な根拠 とはな
り得 ない.以 上 の ごとく検討 して来 る と症例1
は膀胱原発 の ムチ ン生成性 腺癌 であって,そ の
発生 因は不 明であ るとしか いえない.し か し強
いてその発生因を求む るならば,尿 膜管 遣残物
の証 明が ない とは いえ,発 生部位 が頂部か ら後
壁にわた り,腫 瘍 の周 囲粘膜 に慢憐炎症 の見 ら
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れないことならびに組織学的にムチン生成性腺
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とく症状 の発現が遅 く,従 って早期診断が不可
能 な ことと組 織学 的に悪 性度が強い ことのため
予後 は一般 に悪 い とされてい る.Beg9(1930)
に よれば粘 液癌18例中17例は手術 後2年 半 以内
に死亡 した とい う.本 邦 例について予 後を知 る
ことは出来 なかった.
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